






 

２） 海外研修 

2024 年度はモンゴル、2025 年度は韓国で海外研修を実施しました。 

2024 年度は各校の生徒の代表者が、2025 年度は生徒および教員の代表者が参加し、養蜂専

門家にも同⾏・指導をいただきながら、⽇本との比較学習を⾏いました。 

⽇本帰国後は、海外研修に参加しなかった生徒や教員、および⼀般の⽅々を対象に帰国報告会

を⾏い、研修の成果を発表しました。 

 

海外研修訪問地 
 

 

海外研修プログラム 
※2024 年度は 13 校（生徒 17 ⼈）、2025 年度は10 校（生徒 18 ⼈、教員 3 名）が参加 

2024 年度（モンゴル） 2025 年度（韓国） 
研修 
期間 

プログラム 研修 
期間 

プログラム 

7/20
（土） 

オリエンテーション（研修注意点、モンゴ
ル社会とモンゴル養蜂事情ほか） 

7/20
（⽇） 

オリエンテーション（研修注意点、韓国養
蜂事情ほか） 

8/10
（土） 

〜 
8/20
（火） 

 

 参加者顔合わせ・注意事項確認（8/10） 
 関係機関︓獣医薬研究所・中央獣医衛生ラ

ボ・JICA・モンゴル農業大学（8/12-8/13） 
 養蜂現場︓養蜂場・ハチミツメーカー・農

科大学養蜂専科（8/15-8/18） 
 研修とりまとめ（8/19） 

8/16
（土） 

〜 
8/23
（土） 

 

 参加者顔合わせ・注意事項確認（8/16） 
 ミツバチテーマパーク（8/17） 
 養蜂現場 2 ヵ所（8/18） 
 養蜂資材会社 2 ヵ所（６次産業化ショッ

プ含む）（8/19） 
 養蜂研究機関（8/20） 
 養蜂現場 1 ヵ所（8/21） 
 研修取りまとめ（8/23） 

8/21
（⽔） 

 

帰国報告会 
 ⾏程報告 
 グループ発表 1︓養蜂産業の意義と課題 
 グループ発表 2︓ハチミツ 
 グループ発表 3︓病害虫（ミツバチヘギイ

タダニ）防除 
 グループ発表 4︓ミツバチの蜜源と花粉源 

8/24
（⽇） 

帰国報告会 
 ⾏程報告 
 グループ発表 1︓養蜂産業と⾃然環境 
 グループ発表 2︓⽇本と韓国の技術課題 
 グループ発表 3︓養蜂産業の普及 
 グループ発表 4︓⽇本の未来への提案 
 

ボルガン県 

ダルハンオール県 

セレンゲ県 

ウランバートル市 

ソウル市 

慶州市 

釜山市 光州市

非武装地帯（坡州市） 

全州地域 

モンゴル 韓国 

 

３） 成果発表 

2024年度 

2024 年度は、定期ミーティングや成果発表会の事前ワークショップを通じて「養蜂の今とこれ

から」を検討し、3 ⽉の成果発表会で各校の代表者が検討結果を発表しました。検討にあたって

はまず「養蜂を取り巻く分野」を 4 つに整理し、分野ごとにグループに分かれ、それぞれの現状

を"強み”と"弱み”に分類しました。そのうえで"強み”はより強く、"弱み”は"強み”へと変える⽅

策を考え、将来への提言として発表しました。 

＜検討結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ４ グループ２ 

グループ１ 

 

 

グループ３ 
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グループ４ グループ２ 

グループ１ 

 

 

グループ３ 

 



 

 

 

 

 

養蜂経営者訪問 

モンゴル研修 

定期ミーティング 

2024 年度事業 



 

 

  

韓国研修

養蜂経営者訪問 

2025 年度事業 



 

2025 年度 

2025 年度は、前年度の研修で⾒出した「養蜂産業の課題と実現したい未来」について、定期ミ

ーティングで議論し、掘り下げてきました。成果発表会では養蜂産業の課題を「飼育技術」「農

業との関係」「研究・普及」「担い⼿」「政策・⾏政」「市⺠社会・地域社会」「蜜源・環境」

の各分野で整理し、解決の⼿⽴てを事業計画の形で提案することとしました。 

本稿執筆時（2026 年 3 ⽉初旬）では、まだどのような提案が出てくるか分かりませんが、次代

を担う若者として、実現可能性よりも新しい視点やアイデアを優先した検討を促しています。 

1 年間の研修と学校での活動を通じた学びの集大成として、従来の養蜂産業の殻を打ち破る提案

がなされることを期待しています。 

－おわりに－ 

2025 年度は、生徒だけでなく指導教員も研修対象として積極的にプログラムへ参加してもらい

ました。本事業の成果を持続させるには、教員が産業的視点を持ち、地域の養蜂経営者や養蜂団

体と関係を構築することが不可⽋だと考えるからです。 

若い世代にとって、⾼校時代は将来を左右する重要な時期であり、学校での経験や指導者の支援

が大きな役割を果たします。他⽅、本事業が養蜂産業に関する学びを提供したことは、参加生徒

の進路選択において極めて重要な視点をもたらしました。事実、参加生徒の中から、ミツバチ研

究を目的として進路を選択した⼈や、環境・農業を学ぶための学部に進む⼈、養蜂業への参入を

⾒据えて進学先を決めた⼈が現れています。また、ミツバチ研究で受賞した生徒もいます。こう

した成果は生徒⾃⾝のたゆまぬ努⼒や学校での⽇頃の学習の取組によるものですが、種となり、

芽が出て花が咲き、やがて果樹のように定着するように、本事業が学びを深め、意欲を後押しし

た結果でもあります。各校の活動強化のみならず、学校間ネットワークの構築においても、本事

業は多大な貢献を果たしました。 

本事業の成果が未来の養蜂経営者、養蜂研究者、養蜂を理解する⾏政関係者の育成に直結し、養

蜂産業にとっても貴重な⼈材獲得の機会になることを願います。 

 

 

 

 

 

表紙写真︓⼩林養蜂園（群⾺県沼田市）における養蜂経営者訪問研修 

【本事業問合せ先】 

公益社団法⼈国際農林業協働協会（JAICAF）https://www.jaicaf.or.jp/ 

業務グループ  ⻄⼭ 亜希代（deske@jaicaf.or.jp） 

森 麻衣子（m.mori@jaicaf.or.jp） 

〒101-0047 千代田区内神田 1 丁目５－13 内神田TK ビル 4F（北） 

Tel: 03-5772-7880／Fax: 03-5772-7680 


